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号
う回

行
１
発

月
日

毎
１

ぐ
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58年度予算

福
祉
拡
充
と
平
和
こ
そ

註
皿
代
表
5
4
人
が
統
一
行
動

　

昭
和
五
―
八
Ｉ
・
心
行
算
悒
は
、
作

年
」
戸
二
卜
五
口
深
汝
、
人
試
省

原
竃
が
Ｉ
さ
れ
、
復
活
折
衝
を
経
て

三
卜
‐
の
臨
時
間
飛
で
政
府
案
が
決

Ｉ
さ
れ
ま
し
侃

　

Ｌ
万
一
ト
じ
リ
ヘ
ー
１
　
　
心
は
奎

難
油
と
と
も
に
厚
生
省
ロ
ビ
ー
で
叱

企
を
開
い
た
あ
と
、
厚
生
者
各
『
や

大
蔵
肖
な
ど
に
た
い
し
ぷ

関
係
予
算
を
削
ら
な
い
で
１
二
７
　
豚

町
永
統
一
回
掲
今
回
い
ま
し
た
．

　

こ
の
約
言
‥
皿
に
は
、
発
１
　
冲
一
か

大臣室廊下でに要a青、12月27日、（右から２人目）林厚相
ら
六
団
体
四
十
一
人
、
令
．
難
冲
一
か
ら

四
団
体
ト
三
人
、
あ
わ
せ
て
ト
団
体

五
十
四
人
の
代
表
が
冬
空
の
に
か
病

身
に
む
ち
打
っ
て
集
ま
り
ま
し
【

　

瞑
「
七
は
、
Ｉ

．
」
が
、
人
幟
改
削
竃
の
特
徴
引
か
沁

告．
兄
｀

１

こ
の
函
と
栄
作
冷
．
佐
藤
Ｉ
侈
い

ヤ
巾
一
辿
．
長
兄
さ
）
代
人
斡
利

ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
団
休
を
代
人
し
て

｛
意
を
表
明
し
ま
し
た

　

こ
の
な
か
で
介
心
座
・
・
ｎ
代
表
幹

下
は
「
内
示
さ
れ
号
吉
方
帯
匹

竹
を
人
幅
に
増
額
し
、
リ
生
旨
円
剛

ｙ
Ｗ
の
即
ひ
は
・
の
Σ
五
Ｉ
子
万
層

１

と
指
柚
怒
り
の
人
優
心
片
ヽ

障
宍
所
・
ｎ
絵
所
・
争
国
民
に
こ
つ

日
よ
う
と
訴
え
ま
し
た

　

そ
の
後
、
代
表
は
二
哲
Ｉ
か
れ
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一
．
海
外
衆
所
生
目
号
山
目
年
金
川
・
’

良
ら
に
の
社
勁
傑
障
．
レ
算
の
増
額
②
二

圧
Ｉ
の
物
価
ス
ー
・
ノ
で
ト
ぶ
厄
庇
保
よ

の
国
軍
に
川
引
き
あ
げ
Ｉ
な
ど
を
じ

靖
勺
後
は
人
裁
判
を
訪
わ
、
人
収

入
臣
、
～
務
次
・
ト
、
L
　
1
1
り
丿
‐
官
に

こ
れ
ら
の
問
題
を
回
読
し
ま
し
た

　

（
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事
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レ
お
も
な

記

事

ｺﾍﾞ･ﾆｰSj

患
者
の
生
活
と
処
遇
の
実
態
⑤
…
…
…
…
…
…
…
２

主
な
5
8
年
度
厚
生
省
予
算
案
…
…
…

5
8
年
度
予
算
案
の
性
格
と
特
徴
…
…
…
…
…
…
…
４

予
算
案
に
怒
り

ヒ
ド
イ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５

今
の
焦
点
と
役
立
つ
も
の
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６

障
害
者
に
関
す
る
世
界
行
動
計
画
・
・
・
・

読
者
の
だ
よ
り

頚
腕
障
害
四
年
の
な
か
で
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８

－
－

－
－

⊃
石
人
保
健
審
議
会

っ
作
り
八
‐
の
涌
Ｉ
田
人
．
谷
底
ゲ
．
し
、
．
川
．
‐
か
ら
１
ぬ
さ
れ
た

．
昌
人
Z
4
健
俵
冷
し
策
に
し
と
づ
き
町
‐
に
八
置
こ
れ
だ
'
"
v
_
u
:
人
．
臣
の

～

　
１
‐
几
閃
て
士
お
・
市
議
｛
分
は
リ
‐
人
出
の
諮
門
に
心
し
て
、
同

ご
俵
で
旧
Ｉ
す
る
．
傑
険
石
の
拠
出
辰
～
に
川
す
る
弔
宣
今
川
今
川
｛

て
林
厚
生
人
ト
、
人
谷
医
務
９
．
｛
、
二
回
廠
Ｉ
｛
乱
七
莱
２
ご
｝
と
に
な
っ
て
ぃ
る
。
冷
黄
～
み

健
事
～
を
実
皿
す
る
器
、
保
健
湛
業
に
従
下
す
る
１
　
、
保
健
利
業
二

万
ず
る
費
用
を
拠
出
す
る
片
、
そ
の
他
似
健
事
戸
に
関
．
係
の
よ
る
と

心
び
～
　
１
経
験
の
あ
る
戸
の
代
返
．
ト
人
０
　
内
で
柚
成
さ
れ
、
そ

の
９
　
町
ド
崖
と
な
っ
て
い
る
・
乱
八
築
～
ま
た
、
ざ
誘
（
に
八

部
八
Ｉ
一
穴
ミ
こ
と
が
で
き
る
と
な
っ
て
い
る
ぶ
巾
‐
策
｀

ひ
と
く
ち

・
・
．
．
・
一
一
一

・
・
．
．
．
’
・
一
一
－
．
’

■

ぐ辞

ヂ典



1 9S3年２月１日（２）第８６号（第三種郵便物認可）かんじゃと医療

の
実
撃

０５１
）

＝
‥
七
・
七
人
に
一
人
が
病
人
と

　

い
わ
れ
る
中
で
＝

　

今
回
は
、
順
序
を
少
し
と
は
し
て
前
回
の
調
査
と
関
係
の
ふ
か
い

淋
服
用
し
て
い
る
薬
の
種
類
鴉
副
作
用
の
相
談
に
つ
い
て
、
の
調
査

結
果
を
発
表
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

よ
く
「
く
す
り
づ
け
し
と
い
う

一
。
萌
を
。
‐
に
し
ま
す
。
１
　
要
も
な

い
の
に
た
く
さ
ん
の
薬
を
た
す
、

と
い
う
こ
と
で
医
療
荒
廃
の
代
名

詞
に
さ
え
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
し
か
に
サ
リ
ド
マ
イ
ド
、
ス

モ
ン
、
等
々
と
截
判
沙
汰
に
な
っ

て
い
る
薬
原
病
も
少
な
く
あ
○
ま

せ
ん
。
慰
問
が
騒
ぐ
の
も
当
然
と

い
え
ま
し
ょ
ろ
て

　

周
知
の
こ
と
で
す
が
、
・
－
保
険

医
療
機
関
及
び
保
険
医
原
善
担
当

規
則
」
に
は
、
そ
の
第
二
十
条
の

二
項
（
投
薬
）
で
、
次
の
よ
う
な

こ
と
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。

　
　

マ
、
投
薬
は
、
１
　
要
が
あ
る

と
・
認
め
ら
れ
る
場
合
に
行
う
。

ロ
、
治
療
～
一
剤
で
足
り
る
湯
べ
‥

に
は
一
刻
を
投
与
し
、
必
要
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
二
剤
以

上
こ
投
与
す
る
。
ハ
、
同
一
の
投

聚
は
、
み
だ
り
に
反
覆
せ
ず
、
症

状
の
経
過
に
応
じ
て
投
薬
の
内
容

を
変
更
す
る
等
の
も
唱
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
二
、
栄
養
、
安

静
、
運
動
、
職
場
転
換
そ
の
他
療

養
上
の
注
意
を
乍
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
認
め
ら
れ
る
場
所
は
、
こ

れ
ら
に
関
し
指
Ｉ
を
行
い
、
み
だ

り
に
投
薬
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

ホ
、
投
薬
肌
は
、
．
ｒ
９
　
す
る
こ
と

が
で
き
る
必
吸
期
問
に
屁
い
・
・
・
内

服
薬
は
、
一
回
二
日
分
を
標
準
と

し
、
外
用
撃
は
、
一
回
五
口
分
を

限
度
と
し
て
投
与
す
る
・
・
・
」
な
ど

で
す
。

　

そ
れ
で
は
調
斉
結
果
を
み
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
　

誦
の
種
類
”
は
、
二
和
類
以

下
は
約
三
七
％
で
、
三
種
類
以
ト
。

は
実
に
五
七
・
五
％
、
四
種
類
以

上
で
も
三
二
・
三
％
で
す
。
１
　
要

な
ら
止
む
を
得
ま
せ
ん
が
、
ど
う

考
え
て
も
や
は
り
名
い
よ
う
で

す
。

　

当
然
そ
れ
は
。
副
作
用
”
問
題

に
発
展
し
ま
す
、
調
査
結
果
に
よ

っ
て
も
。
副
作
用
は
な
い
”
と
答

え
て
い
る
人
は
三
割
強
で
す
ぶ
あ

る
”
と
答
え
て
い
る
人
は
約
四
人

に
一
人
で
、
決
し
て
少
な
い
致
で

服用している薬の種類

　　　　

(入院患者310人のうち)

１種類

２種類

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
。
副
作
用
は
あ
る
”
と
各

え
て
い
る
二
二
・
九
％
の
人
の
片

理
、
つ
も
り
医
師
に
よ
る
指
導
方

針
は
重
要
で
す
。
も
し
手
当
か
お

く
れ
れ
ば
第
二
、
第
三
の
ス
モ
ン

や
サ
リ
ド
マ
イ
ド
の
薬
原
病
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

も
う
】
つ
付
け
加
え
て
お
き
た

い
の
は
、
。
薬
の
副
作
用
”
の
回

答
欄
に
。
わ
か
ら
な
い
”
や
答
え

の
な
い
人
が
多
い
こ
と
で
す
。
勿

論
、
こ
の
数
字
の
中
に
は
、
調
査

当
時
に
薬
を
服
用
し
は
し
め
た
大

も
多
数
ふ
く
ま
れ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
が
・
…

　

と
こ
ろ
で
副
作
用
に
対
す
る
患

者
の
関
心
は
ど
ぅ
で
し
よ
う
か
。

　
　

Ｊ
副
作
用
の
相
談
七
み
る
と
、

25.2

　

％
３種類

４種類

５種類

慧智

無回答

。
相
談
し
た
こ
と
が
な
い
”
と
い

う
数
字
が
二
七
二
％
、
無
回
答

の
数
字
が
四
二
・
九
％
と
い
う
の

が
や
や
不
女
材
料
で
す
が
、
し
か

し
ほ
ぼ
三
人
に
一
人
は
相
談
し
て

い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
薬
尚
に
対
す

薬の副作用

　　

(入院患者310人のうち)

薬の副作用について医師に相談した経験

　　　　　　　　　

(入院患者310人のうち)

る
世
論
の
反
映
で
し
ょ
う
。
そ
れ

は
同
時
に
患
者
の
意
識
の
高
ま

り
、
自
覚
の
鳥
ま
り
と
も
い
え
ま

す
。
（
文
責
・
お
さ
ひ
ろ
し
、
小

林
孟
史
）
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1 QS3年２月１日 かんじゃと医療（第三種郵便物認可）第８６号

主な58年度厚生省予算案

(単位:百万円)

項　　　　目 57年度予算額 58年度行算額 備　　　　　考

厚生省一般会計総額

在宅老人福祉対策

在宅身体障害者対策

母千保健対策

母子寡肘笠福祉対策

生活保護制度

難　病　対　策

循環器疾患対策

腎不全笠対策

胴卒中リハビリ対策

結　核　医　療　費

が　ん　対　策

9,016,835

　　10,052

　　63,919

　　13,398

　209,657

1,045,640

　　58,718

　　13,218

　　8,463

　　7,299

　　37,337

　　18,303

9,061,468

　　10,395

　　67,848

　　13,737

　229,388

1,085,017

　　58,906

　　15,057

　　9,114

　　4,032

　　30,483

　　19,438

前年度比0.5％増

⑥難聴者用耳掛型補聴器

福祉手当　据置き

所得制限　本人のみ緩和

⑩内郎泌疾患の通院治療

児童扶徨手当　据置き

所得制限　据置き

　生活扶肋基準3.7%引凶手

　標準4人世帯、1緑地で

　　　143,345円→148,649円

　１人世帯　5.1%アップ

　２人世帯　4.3%フッフ

　３大匠帯　3.9%アップ

特定疾患治療研究費、24疾患

から25疾患へ



４
日９８３年２月１

１療医とやじんカ(第三粕郵便物認可)８６号第

5
8
年
度
予
算
案

の
性
格
と
特
徴

　

昨
年
末
に
決
ま
っ
た
五
十
八
年
度

予
算
政
府
余
は
、
一
月
下
郎
か
ら
再

開
Ｉ
れ
こ
通
常
国
会
で
、
も
っ
と
も

吊
要
な
課
題
と
し
て
論
議
さ
れ
ま

す
．

　

こ
の
予
口
案
は
、
政
府
の
艮
治
姿

勢
を
示
す
と
と
も
に
、
わ
た
し
七
九

国
民
の
生
晒
全
般
に
服
Ａ
ほ
影
響
を

与
え
ま
す
．
そ
れ
だ
け
に
ｊ
Ｗ
の
性

格
と
特
徴
を
剛
る
こ
と
が
、
い
ま
ま

で
以
Ｌ
二
人
切
に
な
っ
て
い
ま
す

　

．
１
　
竹
の
性
桁
を
み
る
場
所
に
、
新

内
問
が
罷
足
し
た
心
以
と
、
特
川
国

会
で
巾
沢
限
政
則
が
述
べ
た
叫
に
人

叩
を
関
小
一
し
て
み
る
こ
と
が
１
　
睡
と

思
い
ま
す
．

　

哨
．
は
。
Ｉ
・
政
心
建
～
Ｊ
破
た
ん

し
た
な
か
て
．
鴨
の
高
い
防
簡
刀
卜

㈲
’
（
所
伺
表
明
ト
こ
川
・
．
一
目
）
を

す
す
め
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
．
ト

算
案
の
嘔
Ｉ
栄
利
費
に
増
細
し
た

こ
と
．

　

第
二
は
、
軍
服
費
を
六
一
｛
ふ

や
し
な
が
ら
、
社
会
柚
祉
予
卵
な
ど

は
マ
で
ナ
ス
ー
シ
ー
ロ
ン
ブ
の
観
制

の
も
と
に
、
対
前
年
度
比
で
○
・
五

や
」
増
に
抑
え
た
こ
と
．

　

第
三
は
、
国
債
依
存
か
ら
の
脱
却

を
臨
調
で
も
大
き
な
課
題
と
し
て
き

た
が
、
そ
の
見
通
し
も
立
て
ら
れ
す

十
三
兆
円
の
国
債
に
依
存
し
た
歳
入

と
し
と
士
～

　

第
四
は
、
財
政
破
た
ん
の
つ
け
は

社
会
保
障
予
算
の
圧
縮
だ
け
で
は
な

八
こ
ん
ご
の
行
政
。
㈲
で
医
療
費

Ｉ
金
、
生
晒
保
護
の
ひ
き
し
め
を
強

め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

以
－
の
Ｌ
う
な
性
格
を
も
っ
だ
７
　

原
字
に
対
し
て
、
財
外
や
単
事
産
業

関
係
者
を
除
き
、
坤
心
対
し
て
い

ま
す
と
り
わ
け
　
１
ボ
ポ
大
円
へ

の
布
‐
と
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
９
　
念
が
、
Ｉ
新
郎
で
の
μ
論
調

肖
に
。
ふ
さ
れ
て
い
ま
す

　

厚
生
省
の
姿
勢
も
変

　

る

　

警
戒
の
眼
鋭
く

　

医
療
、
福
吟
１
　
算
と
日
政
に
ト
た

る
μ
任
を
Ｇ
う
厚
生
竹
は
、
た
ト
八

Ｉ
度
訃
算
案
の
編
成
に
、
ど
ぅ
い
う

姿
外
で
対
処
し
た
の
で
し
ょ
う
白

　

］
［
で
い
う
な
ら
ば
、
後
む
き
で

予
算
編
成
に
の
ぞ
ん
だ
、
と
思
わ
れ

て
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
八
月
二
十
六
日
、
大
蔵
省
に

出
し
か
概
算
要
求
に
あ
た
っ
て
、
畢

本
方
針
で
「
こ
れ
ま
で
以
」
に
の
厳
し

い
洗
い
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
医

瞭
肖
の
適
正
化
を
徹
・
ぼ
内
に
進
め
る

寺
歳
出
内
容
を
極
限
ま
で
へ
昇
化
、

効
率
化
し
、
歳
出
の
抑
制
を
図
る
」

と
決
め
て
い
ま
し
≒

　

こ
の
姿
勢
は
、
。
厚
生
者
行
算
案
に

Ｉ
余
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
の
予
算

雫
の
中
に
占
め
る
比
率
は
、
五
十
七

年
度
の
一
八
・
一
四
｛
が
、
五
十
八

年
度
は
一
七
一
九
八
‐
に
低
ト
し
て

い
ま
す
。
し
か
も
防
衛
四
の
仰
び
率

六
・
。
五
に
対
し
て
、
厚
～
省
予
竹

が
○
・
｛
と
い
う
こ
と
は
、
ト
ニ

分
の
一
｝
果

　

こ
れ
ほ
ど
鮮
や
か
に
、
医
療
、
福

圧
対
策
に
の
ぞ
む
姿
必
の
杢
心
を
示

し
た
こ
と
は
ま
れ
な
出
火
～
で
す
。

　

△
医
務
局
▽

　

頃
｛
に
○
他
皿
医
療
対
飛
の
皿
進

費
二
心
ハ
ト
．
Ｉ
ハ
ド
ヒ
。
自
万
円
、

②
Ｘ
旅
～
報
シ
ス
テ
ム
休
制
の
摂
面

些
〒
一
心
八
千
百
万
円
、
②
・
特
殊

疾
病
対
策
の
㈲
進
費
五
百
三
十
四
億

五
不
七
百
万
円
。
Ｌ
な
内
訳
は
倆
瑠

器
詞
対
瞬
ガ
ン
対
策
、
腎
不
全
等

対
策
、
難
病
対
策
、
脳
卒
中
リ
ハ
ビ

リ
対
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。
④
医
療

機
関
の
経
営
基
盤
の
強
化
、
⑤
医
療

施
設
等
の
整
備
、
⑥
看
護
婦
等
の
対

策
を
お
い
て
い
ま
す
。

　

八
公
衆
衛
生
局
▽

　

公
衆
衛
生
局
予
算
は
、
対
前
比
で

二
十
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
増
と
な
っ

て
い
ま
す
『
、
増
額
の
主
な
四
因
は
、

老
人
保
健
対
策
賢
が
三
千
九
百
六
十

二
億
七
千
三
百
万
円
が
あ
け
ら
れ
ま

果

　

垂
点
け
、
①
酋
人
保
健
対
策
費
六

千
五
百
八
十
二
回
二
１
　
七
自
万
円
、

②
健
康
づ
こ
り
対
穣
賢
二
百
二
ト
優

八
１
　
四
・
｛
万
円
、
⑤
精
神
衛
生
対
策

の
麗
進
赳
七
｝
ロ
六
十
一
億
六
千
八
百

万
円
、
④
心
染
斤
対
策
幽
四
ト
叫
億

八
千
」
百
万
円
ご
こ
の
申
に
肝
炎
対

簾
を
ふ
こ
ま
れ
て
い
ま
す
⑤
糾
核

対
策
芦
母
‥
二
Ｌ
〈
優
．
．
不
四
百
万

円
、
俯
ら
い
対
飛
八
心
一
１
　
」
白
万

円
、
の
特
定
・
疾
心
対
策
費
五
卜
一
回

．
九
千
九
百
万
円
、
そ
の
他
と
な
っ
て

い
ま
す
．

　

と
く
に
結
校
医
矛
茸
は
、
企
心
連

・
日
忠
同
盟
な
ど
の
運
動
に
よ
り
従

来
ご
お
り
公
穴
艇
先
か
み
と
め
ら
れ

ま
し
た
．

　

き
び
し
い
な
か
で
い
く
つ
か
の
改

善
を
み
せ
た
の
は
、
全
患
連
な
ど
の

運
動
に
よ
る
も
の
で
す
．

心街にし幌中

ンター

北海道難病連の運

　

北
面
滋
難
阿
Ｉ
一
が
、
良
行
そ
の
実

現
を
め
ざ
し
て
述
勤
し
て
き
た
一
難

炳
セ
ン
タ
ー
」
か
一
月
七
口
に
開
設

し
ま
し
た
セ
ン
タ
ー
は
札
叫
市
の

申
Ｉ

八
フ
リ
ッ
タ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
あ
て
ら

れ
て
い
る
と
い
う
磯
底
し
て
心
『

囁
害
者
へ
の
祀
９
　
が
図
ら
れ
た
鉄
Ｗ

二
箭
世
の
建
物
で
す
セ
ン
タ
ー
は

‐
ｍ
‐
雁
験
、
人
小
公
議
室
、
帽
他
宗
、

Ｉ
務
・
脱
Ｉ
ぷ
ら
な
っ
て
い
ま
す

　

．
Ｍ
十
四
‐
に
は
、
セ
ン
タ
ー
開

仕
を
記
念
す
る
呂
回
一
が
開
か
れ
、

良
代
表
幹
事
も
出
席
し
ま
し
仁

各界から570人が参加、難病センター開設を喜ひあいました
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１

－
Ｌ‐－58予算案に怒り･‥

軍事費だけグーンと

福祉･教育は切り下げ

仲間６人から聞いてみました4-I゛

r………'III'Il

a

言

琴

ａ

偏－ｏ･

ヒ
ド
イ
じ
ゃ
な
い
で
す
か

年
金
・
手
当
一
銭
も
上
げ
な
い
な
ん
て

里
ハ
常
で
す

　

ほ
ん
と
に
こ
わ
い

心
臓
病
児
の
親
坪
木
悦
子

　

あ
の
ね
、
わ
た
し
。
総
理
大
臣
回

中
曽
根
さ
ん
が
決
ま
っ
た
と
き
、
な

ぜ
か
恐
ろ
し
い
な
あ
。
と
い
う
感
じ

が
し
た
の
。
そ
し
て
ね
、
法
務
大
臣

は
元
警
視
総
監
の
ハ
タ
ノ
さ
ん
つ
で

聞
い
た
と
き
は
、
ド
キ
ご
し
ち
ゃ

っ
た
…
…
…
ふ
。
ま
で
は
、
自
民
党
は

讐＼…

……

必祗

「軍事費削って福祉拡充を」厚生省玄関の座りこみに

日患同盟も参加。全患協も固＜握手、カンパをおくり
ました

・
誰
が
総
理
大
臣
に
な
っ
で
も
い
っ
し

よ
じ
や
な
い
か
、
つ
て
思
っ
て
た
ん

だ
け
ど
、
こ
ん
と
は
違
う
ぞ
、
私
た

ち
の
生
隋
と
う
な
る
ん
か
な
、
黙
っ

て
い
た
ら
悪
く
な
る
ぞ
…
…
つ
　
　
Ｉ
．
ド

感
が
し
た
の
よ
糾

　

こ
ん
ど
の
竹
偉
案
、
ず
ば
り
ｆ
感

か
う
っ
た
と
い
う
感
じ
よ
ね
、
ひ
ど

い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
防
衛
費
だ
け

ぐ
１
ん
と
伸
び
て
、
福
祉
や
教
育
は

切
り
下
げ
な
ん
て
…
…
…
特
別
児
硲

扶
養
手
当
も
障
害
年
余
も
、
一
銭
も

上
け
な
い
な
ん
て
、
よ
く
言
え
た
も

ん
た
と
思
う
わ
。
病
気
で
苫
し
ん
で

い
る
人
か
ら
削
り
取
る
ん
だ
か
ら
、

人
間
の
感
党
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

　

こ
れ
は
異
常
で
す
。
こ
わ
い
、
ほ

ん
と
に
こ
わ
い
と
思
い
ま
す
句

も
っ
と
人
口
腎
臓
の
予
算
を

　
　
　
　
　
　
　

全
腎
協
森

　

陪
れ
の
介
心
辿
と
介
囃
辿
の
．
～
卵

復
活
の
回
働
に
は
ぼ
こ
も
は
じ
め
て

参
加
し
な
ん
て
す
が
、
厚
生
省
の
玄

関
前
に
は
と
人
が
「
軍
事
費
を
削
っ

て
陥
祉
の
拡
充
を
’
の
崩
断
り
の
Ｔ

で
寒
い
中
を
叱
り
込
ん
で
い
て
驚
き

ま
し
た
．
全
心
述
や
全
難
迪
か
ら
も

不
自
由
な
身
体
で
大
舅
の
人
た
ち
か

集
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
み
ん
な
緊

衣
し
た
表
情
で
し
勺

　

厚
生
大
臣
や
何
人
か
の
局
長
に
も

会
っ
て
‘
．
福
祉
を
削
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
」
と
お
願
い
し
、
大
臣
や
局
長

も
「
厳
し
い
け
ど
頑
張
る
」
・
と
い
っ

て
く
れ
ま
し
た
が

義
昭

フ
タ
を
川
け
て

み
た
ら
即
介
、
手
当
は
据
え
お
き
で

防
衛
費
だ
け
は
大
幅
な
増
額
。
七
人

団
体
の
横
断
冪
の
要
求
が
正
当
な
も

の
だ
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。

　

腎
不
全
対
策
費
は
金
額
的
に
は
増

え
て
い
ま
す
が
、
透
析
患
者
が
ど
ん

ど
ん
増
え
て
お
り
・
、
そ
の
受
け
入
れ

体
制
の
た
め
の
人
工
腎
臓
を
増
誰
す

る
予
原
は
絹
ま
れ
て
い
な
い
の
で
完

付
き
が
不
女
に
な
り
ま
す
．

　

予
算
の
流
れ
変
え
さ
せ
よ
う

　
　
　
　
　
　
　

全
交
災
中
野
佳
子

五
十
八
年
度
予
ほ
に
つ
い
て
・
・
・
何

　

労
働
省
に
つ
い
て
．
き
え
ば
、
一
般

を
か
言
わ
ん
や
で
す
。

　

平
和
で
卓
せ
な
く
ら
し
、
こ
ん
な

あ
た
り
前
な
四
求
が
や
れ
ば
出
来
る

の
に
命
を
か
け
て
闘
い
取
ら
ね
ば
で

き
な
い
肌
の
巾
に
な
っ
て
い
る
。

　

労
災
患
者
に
と
っ
て
、
。
１
　
算
と
。
目

え
ば
労
価
七
の
労
災
勣
定
ば
か
り
が

目
に
映
っ
で
火
た
が
、
今
や
、
厚
生

省
の
医
療
に
対
す
る
シ
メ
ツ
ケ
が
、

労
災
医
や
シ
メ
ツ
ケ
に
輪
を
か
け
、

二
弔
の
ク
サ
リ
に
な
っ
て
児
え
て
き

て
い
痢

弱
い
者
い
じ
め
の
政
治
許
せ
ぬ

　
　
　

都
患
同
盟
小
林
さ
ん
ほ
か
ミ
名
の
話

　

人
の
生
命
に
一
番
大
事
な
福
祉
を

削
り
と
っ
て
、
「
方
'
Ｂ
事
賢
は
突

出
”
と
い
う
こ
と
は
、
到
底
、
詐
さ

れ
ま
せ
ん
。
悟
り
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

弱
い
肴
い
じ
め
の
政
治
を
こ
れ
以

上
つ
づ
け
さ
せ
な
い
よ
う
、
い
ま
こ

そ
、
み
ん
な
が
手
を
結
ん
で
立
ち
上

が
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
痛
感
し
て

い
ま
す
。

　

こ
ん
な
政
冶
が
つ
づ
い
た
ら
・
、
弱

い
乙
－
病
人
、
障
害
者
－
は
、
殺
さ

れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
本

当
に
お
そ
ろ
し
く
な
り
ま
す
。

　

結
核
の
公
費
優
先
を
守
り
扱
く
こ

と
が
出
来
て
、
よ
か
っ
た
。
団
結
の

力
だ
と
思
ま
す
ね
。

会
計
は
減
ら
さ
れ
、
労
働
保
険
会
計

て
か
ろ
う
じ
て
令
体
が
増
額
と
な
っ

て
い
る
。

　

介
１
　
迪
と
し
て
は
、
身
卵
と
辿
用

対
策
芦
リ
ハ
施
段
。
職
認
訓
練
所

対
策
費
が
減
額
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

怒
り
を
覚
え
苓

　

不
況
下
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
金
の
使

い
途
の
流
れ
を
食
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
　

栄
～
費
削
っ
て
福
柚
夕
の
雨

を
さ
ら
に
人
き
く
し
よ
’
イ

　

国
立
病
院
・
療
善
所
で
の
患
七
綸

食
な
ん
だ
け
ど
、
‐
。
最
近
、
低
ド
し

た
」
と
い
う
声
が
強
い
だ
け
に
、
こ

の
物
価
高
の
中
で
、
綸
食
材
料
費
が

刻
え
置
き
に
さ
れ
た
こ
と
は
、
何
と

し
て
も
承
知
で
き
ま
せ
ん
。

　

医
療
費
に
し
た
っ
て
、
今
後
は
患

者
負
担
が
つ
よ
ま
る
だ
ろ
う
し
、
い

よ
い
よ
団
結
し
、
患
者
本
位
の
医
療

が
確
立
さ
れ
る
よ
う
、
が
ん
ば
ら
ね

ば
、
と
決
意
し
て
い
ま
す
。
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医
療
費
の
現
金
償
還
制
を
導
入

臨
調
・
第
三
部
会
が
部
会
報
告
で
提
言

　

第
二
臨
調
は
、
三
月
の
最
終
答

申
に
む
け
て
各
部
会
の
報
告
を
ま

と
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
「
補
助
金
等
の
整

理
合
理
化
」
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
た
困
二
部
会
が
一
月
十
日
、
部

会
報
告
を
ま
と
め
発
表
し
ま
し

た
。
報
告
で
は
「
橘
本
的
考
え
方
」

と
し
て
、
「
変
化
へ
の
対
応
≒
総

今
性
の
確
保
」
「
簡
素
化
、
効
率

化
」
「
信
頼
性
の
確
保
」
な
ど
を

掲
げ
、
’
。
個
人
の
自
立
自
助
や
四
民

間
の
自
字
的
活
動
あ
る
い
は
地
方

公
共
団
体
の
自
主
的
対
応
に
ゆ
だ

ね
得
る
も
の
は
で
き
る
だ
け
ゆ
だ

ね
る
」
な
ど
と
し
て
各
種
制
度
の

見
直
し
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
国
民
健

康
保
険
で
は
医
療
費
の
だ
払
い
方

式
の
現
金
償
還
制
導
入
、
軽
費
仄

原
の
受
益
者
負
担
、
生
活
保
護
で

は
生
活
扶
助
基
準
、
加
算
制
度
の
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厚
生
省
は
一
月
八
口
、
五
十
七

Ｉ
川
民
Ｉ
活
実
態
洞
戸
を
ま

と
め
発
表
し
ま
し
た
ご
あ
調
査

は
、
厚
生
省
が
桂
会
保
叫
福
祉

行
政
度
り
す
め
る
う
ぇ
の
畢
礎
資

料
と
す
る
た
め
三
十
ヒ
年
か
ら
・
毎

Ｉ
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
余
国
の

約
七
千
五
一
白
慨
帯
を
対
匁
と
し
て

調
べ
た
も
の
で
す
。

　

調
査
に
よ
る
と
、
一
世
帯
あ
た

り
の
年
間
平
均
所
得
は
前
年
よ
り

六
・
九
％
、
一
子
七
万
九
千
円
増

え
、
四
自
一
十
九
万
Ｌ
ト
円
に
な

り
ま
し
芯
し
か
し
、
全
世
帯
の

約
半
数
は
年
間
三
亘
八
十
万
円
以

ト
の
所
〔
で
、
消
費
考
物
倆
の
伸

び
も
あ
り
、
一
丁
一
石
が
一
大

愈
片
し
い
１
　
　
、
三
〇
八
％
が
「
や

や
苦
し
い
」
と
感
じ
て
い
ま
す
、

特
に
三
十
歳
代
が
世
帯
～
の
、
家

族
ひ
と
り
あ
た
り
の
平
均
所
賜
は

百
三
万
九
千
円
で
、
四
六
％
が
苦

児
直
し
、
生
活
保
護
入
院
患
者
の

「
社
会
復
帰
促
進
」
・
（
病
院
か
ら

の
追
い
出
し
）
、
児
僥
扶
養
手
当

で
も
費
用
の
一
部
都
道
府
県
負
担

の
導
入
等
々
を
求
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
教
育
、
農
業
な
ど
で

も
見
直
し
を
求
め
て
い
ま
す
。

し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
三
Ｉ
間
の
見
通
し
に
つ
い

て
も
、
五
四
一
一
％
か
ぷ

な
る
」
と
考
え
て
お
り
、
「
楽
に

な
る
」
と
答
え
た
の
は
三
・
＝
雍

で
し
た
。

幻
一
％
の
世
帯
が
「
生
活
苦
し
い
」

厚
生
省
・
5
7
年
国
民
生
活
実
態
調
査
を
発
表
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入
院
期
間
や
検
査
回
数
減
ら
す

老
人
保
健
法
の
新
点
数
表
を
決
め
る

　

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

（
中
医
協
）
は
十
二
月
二
十
九
日
、

林
厚
相
か
ら
老
人
保
健
法
の
実
施

に
伴
う
新
し
い
診
療
報
酬
占
一
敏
に

つ
い
て
諮
問
を
受
け
、
原
案
ど
わ

り
に
答
申
し
ま
し
た
。
ま
ぺ
老

人
以
外
の
一
般
診
療
報
酬
に
っ
い

　

老
人
保
健
法
が
二
月
　
　
　
日
か
ら

実
施
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
無
料
だ
っ

た
七
七
威
以
ト
。
の
昔
人
の
医
療
肖

が
一
部
有
料
化
（
外
来
は
月
に
四

百
円
、
入
院
は
二
か
月
を
限
度
に

一
日
三
百
円
）
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
厚
生
省
は
、
従
来
か
ら

て
も
、
ほ
ぼ
諮
問
ど
お
り
の
答
申

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
新
点

数
表
は
二
月
一
ロ
か
ら
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
点
数
表
は
七
十
歳

以
ト
の
老
人
の
診
療
に
適
用
さ
れ

ま
す
が
、
乱
診
乱
瞭
を
防
庄
す
る

と
し
て
①
入
院
期
間
が
良
く
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
入
院
時
医
学
管
理
料

を
引
き
下
げ
る
②
入
院
時
の
点
滴

は
別
途
算
定
で
き
ず
、
入
院
時
医

・
・
‘
一
一
＝
‘
一
・
乙
一
－
一
‘
一
”
一
一
一
’
一
‘
・
’
・
－
こ
Ｉ
－
一
・
‘
－
＝
‐
・
一
・
‘
’
一
一
＝
』
－
・
・
’
・
‘
一
一
＝
・
”
‘
・
－
一
一
一
一
“
・

対
象
年
齢
を
下
げ
る
な
ど
国
の
老

人
医
療
無
料
化
訓
ぽ
を
拡
大
し
て

Ｉ
施
し
て
い
た
地
方
自
治
体
に
対

し
、
二
月
か
ら
廃
止
す
る
よ
う
要

求
し
て
い
ま
し
｛

　

こ
れ
に
つ
い
て
各
自
治
休
で
は

そ
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
し
た

が
、
結
局
、
束
京
都
、
大
阪
府
な

ど
の
七
十
歳
木
満
の
昔
人
〔
自
沿

体
に
よ
り
異
る
。
東
京
都
、
人
阪

府
は
六
十
五
歳
以
〕
も
無
料
と

学
管
理
料
の
中
に
合
め
る
⑤
老
人

入
院
患
者
が
六
割
を
越
え
る
い
わ

ゆ
る
１
　
人
病
院
で
は
、
血
液
検
迦

や
心
電
図
、
赳
音
波
な
ど
の
検
査

を
何
回
や
っ
て
も
１
ヵ
月
に
一
定

額
し
か
算
定
で
き
な
い
④
生
活
指

導
料
、
退
院
時
指
樽
料
を
新
設
す

る
な
ど
が
特
徴
で
す
。

　

一
方
、
一
般
の
点
数
衣
で
は
小

児
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
料
、
血
漿
交

換
法
な
ど
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

し
て
い
た
ニ
ト
五
郡
道
府
県
の
す

べ
て
が
、
対
象
Ｉ
齢
は
そ
の
ま
ま

と
す
る
も
の
の
、
国
並
。
み
の
一
部

負
担
導
入
を
実
施
し
ま
し
た
。
た

だ
し
、
障
害
を
も
つ
琶
人
に
つ
い

て
は
従
来
と
お
り
の
無
科
化
を
継

続
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
名
古
屋
市
で
は
六
十

八
歳
以
上
、
岩
手
県
沢
内
村
で
は

六
十
歳
以
上
の
無
れ
化
を
続
け
て

い
ま
す
。

都
道
府
県
も
患
者
負
担
導
入
へ

老
人
医
療
地
方
自
治
体
単
独
事
業
で
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ア
、
従
っ
て
ハ
ン
デ
″
キ
″
″

プ
（
１
　
１
不
利
）
と
は
陣
害
１
　
と
彼
ら

を
と
り
ま
く
環
境
の
関
係
の
あ
り

方
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
他
の
市
民
が
利
用
で
き
る

社
会
の
種
々
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
障
害
者
の
利
用
を
妨
げ
る
文
化

的
、
物
理
的
あ
る
い
は
社
会
的
障

懇
に
呻
害
者
自
身
が
実
際
に
ぶ
っ

か
っ
た
時
に
生
じ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
ハ
ン
デ
。
キ
ャ
ッ
プ
と
は
、

他
の
人
々
と
平
Ｉ
に
社
会
生
活
に

参
川
す
る
機
会
を
喪
失
、
ま
た
は

プ
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
精
神
病

昔
と
精
神
陣
弱
芦
視
力
、
聴
力
、

言
語
障
害
者
、
移
動
の
不
自
由
な

人
々
や
い
わ
ゆ
る
医
学
的
呻
害

　

【
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ

D
i
s
ａ
ｂ
ｉ
】
Ｅ
’

ａ
）
を
も
つ
人
た
ち
は
み
な
異

な
る
性
質
の
異
な
る
壁
に
ぶ
っ
か

り
、
各
々
異
な
る
方
法
で
そ
れ
ら

を
克
服
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。

２

　

９
、
次
の
定
義
は
以
ト
の
観
点

か
ら
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

世
界
行
動
計
画
で
提
雫
さ
れ
て
い

る
行
動
に
関
連
し
た
用
語
は
予

防
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
。
ン
並
び

に
機
会
の
均
等
化
と
規
定
さ
れ

侃

　

１
０
、
予
防
と
は
、
精
神
、
身
体

な
ら
び
に
感
覚
の
損
働
の
発
生
の

防
ぎ
（
一
次
予
防
）
、
あ
る
い
は

損
傷
が
い
っ
た
ん
起
こ
っ
て
し
ま

っ
た
湯
乙
‥
に
は
、
そ
れ
が
身
体
的
、

心
理
的
そ
し
て
社
会
的
に
不
利
な

結
果
を
ひ
き
起
こ
す
の
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
た
対
策
を
意
味
す

る
。

　

い
‥
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と

は
、
損
傷
を
負
っ
だ
人
に
対
し
て

身
体
的
、
精
神
的
、
か
つ
ま
た
社

会
的
に
最
も
適
し
た
機
能
水
準
の

達
成
を
可
能
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
各
個
人
が
自
ら
の
人
生
を
変

革
し
て
い
く
た
め
の
手
段
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
、
且
つ

時
間
を
限
定
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
意

味
す
る
。
こ
れ
は
、
社
会
的
適
応

あ
る
い
は
再
適
応
を
容
易
に
す
る

た
め
の
方
策
は
も
と
よ
り
、
機
能

の
喪
失
や
制
約
を
補
う
（
た
と
え

ば
自
助
呉
な
ど
の
技
術
的
手
段
に

よ
り
）
こ
と
を
目
的
と
す
る
方
策

を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

理
的
環
境
、
住
宅
と
交
通
、
社
会

サ
ー
ビ
ス
と
保
健
サ
ー
ビ
ス
、
教

育
や
労
働
の
機
会
、
ス
ポ
ー
ツ
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
施
設
を
き

め
た
文
化
、
社
会
生
活
と
い
っ
た

社
会
の
全
体
的
な
機
構
を
、
す
べ

て
の
人
が
利
用
で
き
よ
う
に
し
て

い
く
プ
ロ
セ
ス
を
意
味
す
る
。

　

Ｄ
、
予
防

　

１
５
、
予
防
の
計
画
は
、
損
傷
や
、

能
力
不
企
の
尭
生
を
減
ら
す
上
で

本
質
的
に
屯
。
四
で
あ
る
ゴ
予
防
計

画
の
巾
で
何
か
巾
心
的
呵
ぶ
に
な

る
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
叫
の
発
展

の
状
態
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く

る
。

　

㈲
損
傷
の
予
防
の
た
め
の
最
も

唄
要
な
方
策
と
し
て
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
戦
争

の
回
避
、
最
も
恵
ま
れ
な
い
人
々

の
敦
育
的
、
経
済
的
お
よ
び
社
会

的
地
位
の
向
上
、
特
定
地
域
内
で

の
損
傷
の
タ
イ
ツ
と
そ
の
原
因
の

解
明
、
栄
養
改
善
対
策
な
ど
特
定

　

㈲
技
術
的
自
助
只
移
動
の

の
介
入
対
策
を
講
ず
る
こ
と
、
保

　

た
め
の
自
助
具
な
ら
び
に
そ

健
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
９
　
期
発
見

　

の
他
の
器
具
の
提
供
。

と
診
断
、
産
前
産
後
の
ケ
ア
ー
、
巾
専
門
化
さ
れ
た
教
育
サ
ー

患
者
と
医
師
の
教
育
、
家
族
計
画

　

ビ
ス
。

を
含
む
正
し
い
保
健
知
識
の
普

　

㈲
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
ジ
ョ

及
、
法
律
と
規
則
、
生
活
様
式
の

　
　

ン
サ
ー
ビ
ス
（
職
業
指
導
を

変
更
、
選
択
的
な
就
労
援
助
、
環

境
破
壊
の
危
険
に
対
す
る
敦
育
、

家
庭
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
″
に
よ
り
充

分
な
情
報
を
提
供
し
、
そ
の
機
能

の
強
化
を
は
か
る
こ
と
。
（
以
下

省
略
）

　

Ｅ
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

１
５
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

プ
ロ
セ
ス
に
は
、
通
常
相
」
に
関

連
し
あ
う
次
の
よ
う
な
形
の
サ
ー

ビ
ス
が
含
ま
れ
る
。

　

㈲
早
期
発
見
と
診
町

　

㈲
灰
裂
ケ
ア
及
び
池
雄
。

　

㈲
社
会
的
、
心
理
的
及
び
そ

　
　

の
他
の
タ
イ
プ
の
カ
ウ
ン
セ

　
　

リ
ン
グ
な
ら
び
に
援
助
。

　

㈲
身
辺
的
処
理
活
動
に
お
け

　
　

る
訓
練
。
こ
れ
に
は
移
励
、

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
日

　
　

常
生
活
の
能
力
な
ど
が
含
ま

　
　

れ
る
。
聡
力
障
害
者
、
視
力

　
　

障
害
煮
及
び
精
神
薄
弱
者

　
　

に
対
し
て
は
、
特
別
な
方
策

　
　

か
必
要
で
あ
る
。

　
　

含
む
）
、
職
業
訓
練
、
一
般

　
　

ま
た
は
保
護
雇
用
へ
の
就
職

　
　

あ
っ
せ
ん
。

　

㈲
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
。

　
　
　
　
　
　
　

（
以
下
省
略
）

　

Ｆ
、
機
会
の
均
等
化

　

2
1
、
一
完
全
参
加
と
平
等
」
と

い
う
最
終
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
は
、
呻
害
者
個
人
に
向
け
ら
れ

た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
策

だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
、
経
験

の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
損
傷

や
能
力
不
介
が
日
々
の
生
活
に
お

よ
ぼ
す
影
響
の
度
合
を
決
定
す
る

の
は
、
主
と
し
て
環
境
で
あ
る
。

一
般
の
人
々
が
コ
ミ
ご
こ
こ
に

お
い
て
財
で
い
る
生
活
の
抜
本
的

諸
要
素
を
得
る
機
会
が
否
定
さ
れ

た
と
き
、
そ
の
人
は
不
利
を
負
う

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
、
そ
の
基

本
的
諸
要
素
と
は
、
家
庭
生
活
、

教
育
、
就
労
、
住
宅
、
経
済
保
障

な
ら
び
に
身
辺
保
障
、
社
交
や
政

治
の
グ
ル
ー
プ
へ
の
参
加
、
宗
教

活
動
、
親
し
い
性
的
関
係
、
公
共

施
設
へ
の
出
入
り
、
移
動
及
び
全

体
的
な
生
活
様
式
の
自
由
な
ど
を

合
む
も
の
で
あ
る
。

　

2
2
、
社
会
は
概
し
て
、
す
べ
て

の
身
体
的
、
精
神
的
機
能
を
完
全

に
備
え
た
者
の
み
の
要
求
を
満
た

す
よ
う
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
予
防

へ
の
努
力
に
も
拘
ら
ず
、
損
傷
や

能
力
不
令
を
負
っ
た
大
は
常
に
相

当
数
い
る
と
い
う
事
実
と
社
会
は

そ
う
い
う
人
々
の
完
全
参
加
を
阻

む
も
の
を
ほ
き
わ
め
、
除
去
す
べ

き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
認
識

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
略
）

　

2
5
、
呻
実
者
な
ら
び
に
非
呻
害

者
の
権
利
の
平
等
の
原
則
は
、
各

お
の
の
そ
し
て
す
べ
て
の
人
の
ニ

ー
ズ
は
等
し
く
工
要
で
あ
る
、
こ

れ
ら
の
ニ
ー
ズ
が
社
会
計
両
の
怯

礎
と
な
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

こ
と
Ｉ
Ｉ
Ｉ
を
意
味
し
て
い
る
。

　

2
6
、
障
害
者
は
平
等
の
権
利
を

有
す
る
と
同
時
に
、
等
し
く
義
務

を
負
っ
て
い
る
。
社
会
建
設
に
参

加
す
る
こ
と
は
彼
ら
の
義
務
で
あ

る
。
（
略
）

　

－
2
8
・
2
9
ふ
一
項
は
省
略
。

　
　
　
　
　
　
　

（
以
下
次
号
）
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私
は
、
噸
腕
障
１
　
と
背
腰
痛
に
な

り
五
十
三
紆
か
ら
休
尨
し
仁
仕
事

は
ゼ
ロ
歳
児
の
保
育
で
す
．

　

一
あ
ん
な
の
は
病
気
じ
ゃ
な
い
、

業
務
ト
な
ん
て
唯
て
し
よ
．
自
分
だ

っ
て
子
供
が
い
る
し
、
囲
動
神
経
か

に
ぶ
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
休
業
し
て
．

宣
石
七
い
な
い
ん
だ
ご
ン
ー
～
一

さ
ま
ざ
ま
な
窓
［
を
．
・
・
］
わ
れ
乍

　

絹
ぺ
騨
営
の
職
場
と
い
え
号
現

状
に
多
ゐ
七
災
心
酉
が
経
験
さ
せ

ら
れ
る
困
囃
さ
と
‐
じ
で
あ
号

　

門
岫
、
㈹
人
の
９
　
<
■
:
:
'
あ
い
さ
つ

頚
腕
障
害
四
年
の
な
か
で

全
国
交
通
労
働
災
害
対
策
協
議
会
中
野
佳
子

は
。
お
大
事
に
″
と
言
う
。
し
か
し

労
災
患
者
に
な
っ
て
か
ら
は
、
碗
黙

勺
日
ｙ
、
洽
し
て
わ
と
＝
［
わ
れ
る
。

　

加
腕
障
害
と
い
う
弱
友
は
、
局
部

に
苫
痛
を
感
じ
る
だ
け
で
は
な
Ｉ

全
身
症
状
の
卜
、
４
　
経
症
も
現
わ
れ

る
た
め
人
賂
さ
え
も
そ
こ
な
わ
れ
て

ゆ
こ
と
こ
ろ
に
恩
し
さ
か
あ
る
。

　

効
児
的
な
治
療
方
法
も
解
ら
ず
、

た
だ
沁
」
働
し
な
さ
い
、
と
だ
け
言
わ

れ
る
申
で
、
貼
め
た
り
冷
や
し
た
り

疋
っ
た
り
、
・
つ
い
で
に
流
産
ま
で
し

て
た
め
し
に
鍼
灸
｛
療
を
始
め
た

と
こ
ろ
、
症
状
に
変
化
が
お
き
だ

　

そ
れ
か
ら
、
一
日
毎
に
四
年
近
く

鍼
灸
冶
療
を
つ
づ
け
て
き
た
今
日
、

や
っ
と
、
リ
ハ
ビ
リ
出
勤
が
で
き
る

と
こ
ろ
ま
で
回
復
し
て
き
特

　

と
こ
ろ
が
私
の
腸
よ
も
そ
う
で
あ

っ
た
が
、
多
く
の
企
業
か
、
た
と
え

汽
圧
が
あ
っ
て
も
、
一
度
休
を
壊
し

た
労
他
者
を
職
場
復
帰
さ
せ
ず
に
、

ク
ビ
を
閲
り
た
こ
て
、
う
ず
う
ず
し

て
い
る
か
竃
4
5
団
の
こ
の
ガ
ボ
を

う
‐
で
労
働
者
は
、
鍼
灸
川
限
・
打

田
勺
に
の
り
出
し
た
。

　

鍼
灸
治
療
と
他
の
冷
療
を
組
み
へ
Ｅ

わ
せ
て
、
労
働
能
力
を
回
復
さ
せ
て

き
た
多
く
の
労
災
患
者
に
と
っ
て
許

せ
な
い
Ｉ
で
あ
る
。

　

よ
り
良
い
池
原
を
捉
供
し
、
労
働

能
力
を
回
復
し
た
時
｛
で
、
き
ち
っ

と
被
災
労
働
七
を
職
腸
へ
帰
す
嘔
が

本
当
の
適
止
給
付
で
は
な
い
か
／
。

　

不
況
の
さ
な
か
、
企
茫
が
労
働
１
　

の
健
康
を
か
え
り
み
ず
、
利
た
だ
け

を
か
さ
ば
る
喰
を
む
き
出
し
に
し
て

い
る
巾
で
、
労
働
昌
を
虫
け
ら
以
い

に
し
な
い
健
介
な
職
刀
づ
こ
り
を
め

ざ
し
ま
し
ょ
う
。

か
ｇ

｀

▽
心
問
し
た
通
常
国
会

で
、
．
ト
原
竃
を
め
ぐ
る

論
飛
が
始
ま
Ｏ
ま
し
た

レ
巾
曽
根
竹
川
の
ぷ
「

‐
筒
利
沈
空
母

　

１
”
も
．
ｆ
‥

吐
の
的
と
な
る
で
し
１

う
▽
行
金
は
ト
げ
ず
、
．
医
療
は
切
り

縮
め
苓
生
命
の
浮
沈
川
閥
で
す

▽
皆
さ
ん
の
ご
投
柚
－
闘
痢
休
鴨

医
療
・
福
祉
へ
の
ご
意
見
、
本
謡
の

読
後
感
な
ど
Ｉ
い
つ
で
も
お
碍
荊
し

て
い
ま
す
．
事
務
司
ま
で
ど
う
ぞ
．
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日本では人間の奇形は不幸の目じるしで．子ともの

　

で育てたのがこの記録です、子育ての中の悩みや苦し

人権問題は不毛でした今年は国際障害者年です是

　

みを追及して、薬害の恐ろしさに対する怒卵二昇華さ

非社会から偏見をとり除きたいと思います山吟夫妻

　

せ､障害児者運動へと結合させたすばらしいこの本は、

は、私の尊敬する知人です偶々出逢った手のない守

　

きっと子ともの人権とは何かを、私たちに教えてくれ

ちゃんという赤ちゃんを善子にして、惜しみない愛情

　

るでしょう．
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